
唯
叫
叫
弛
珊
砂
叱
ｗ
”
》
測
剛
”
訟
祁
叩
蝉
電
ｆ
僅
鯏
識
鋤
純
魎
露

こ
の
著
者
の
描
く
世
界
史
は
、
面
匡
い
ｃ

ブ
ロ
ー
デ
ル
『
地
中
海
』
の
世
界
に
似
て
、

読
者
を
新
知
見
と
差
異
を
抱
合
し
た
世
界
像

へ
い
ざ
な
っ
て
く
れ
る
Ｏ
本
書
で
言
え
ば
イ

ス
ラ
ム
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
関
係
、
コ
ー
ヒ
ー

と
テ
ィ
ー
の
興
亡
な
ど
で
あ
る
。
土
地
所
有

を
基
軸
と
し
た
「
陸
の
世
界
史
」
か
ら
、
交

易
と
文
化
交
流
を
墓
軸
と
し
た
「
海
の
地
球

史
」
へ
と
い
う
提
言
も
、
伝
統
史
学
へ
の
挑

戦
と
い
う
意
味
で
は
刺
激
的
だ
。
著
者
が

『
文
明
の
海
洋
史
観
』
な
ど
で
繰
り
返
し
て

き
た
視
点
で
、
本
書
で
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

留
学
体
験
や
ブ
ロ
ー
デ
ル
と
の
出
会
い
と
重

ね
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
わ
か
り
や
す
い
。

「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
地
域
概
念
が
も
と
も
と

ア
ッ
シ
リ
ア
語
で
、
「
日
の
入
り
」
を
意
味

す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
対
語
で
「
日
の
出
」

を
意
味
し
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
時
に
は

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
文
明
、
ア
ジ
ア
は
野
蛮
」

と
い
う
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
バ
イ
ア
ス
を

伴
っ
た
こ
と
や
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
福
沢
諭

吉
の
「
脱
亜
論
」
で
い
う
「
ア
ジ
ア
」
と
、

岡
倉
天
心
が
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
と
い
う
際

の
「
ア
ジ
ア
」
で
は
、
南
イ
ン
ド
が
入
っ
て

い
る
か
ど
う
か
で
空
間
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る

と
い
っ
た
指
摘
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
学
に
通

じ
た
著
者
な
ら
で
は
の
読
み
込
み
で
、
学
術

的
な
香
り
が
す
る
。

「
海
の
文
明
」
と
‐「
地
域
の
自
立
」
か
ら

「
西
太
平
洋
津
々
浦
々
連
合
」
を
構
想
す
る

ア
イ
デ
ア
も
魅
力
的
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の

構
想
が
い
っ
た
ん
「
日
本
」
に
ふ
れ
る
と
、

「
福
沢
の
『
脱
亜
論
』
は
日
本
史
二
千
年
に

お
け
る
脱
中
国
の
過
程
の
必
然
的
帰
結
で
あ

る
」
と
か
、
「
天
皇
の
国
事
行
為
を
考
慮
す

れ
ば
、
那
須
が
新
首
都
と
し
て
の
適
格
性
を

本
書
の
著
者
で
あ
る
神
野
直
彦
氏
は
、
政

府
委
員
な
ど
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
方
分

権
推
進
の
指
導
的
論
者
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
神
野
氏
に
よ
っ
て
構
築

さ
れ
た
地
方
分
権
を
推
進
す
る
理
論
体
系
が

一
般
読
者
に
こ
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
本
書
の
な
か
で
、

二
一
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
、
日
本
社
会
が

克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
と
そ
の
解
決
の

方
向
性
が
地
方
分
権
の
推
進
と
の
関
連
で
語

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

鳴
り
物
入
り
の
積
極
財
政
が
も
た
ら
し

た
、
巨
額
の
財
政
赤
字
に
よ
っ
て
も
、
見
通

し
が
立
た
な
い
経
済
社
会
の
再
生
、
さ
ら
に

行
方
知
れ
ず
の
構
造
改
革
か
ら
の
無
力
感
な

ど
が
国
民
的
な
深
刻
な
悩
み
と
な
っ
て
い

る
。日

本
経
済
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
さ
と

比
較
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
社
会
保
障
と

亜

環
境
対
策
を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、
経
済
的

な
活
力
面
で
も
優
れ
た
指
標
を
残
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
、
神
野
氏
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
成
功
例
を
希
望
の
灯
火
と
し
て
、
新

た
な
改
革
の
方
向
性
を
指
し
示
す
。

本
書
で
は
、
経
済
改
革
で
は
主
要
な
柱
に

掲
げ
ら
れ
る
競
争
社
会
の
再
生
あ
る
い
は
進

化
が
、
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
し
て
き
た
負
の

側
面
に
光
を
当
て
、
環
境
問
題
の
解
決
と
社

会
保
障
の
整
備
が
実
現
さ
れ
る
「
協
力
社
会
」

へ
の
転
換
の
必
要
性
が
説
か
れ
る
。

こ
の
「
協
力
社
会
」
の
実
現
に
は
、
経
済

シ
ス
テ
ム
、
政
治
シ
ス
テ
ム
、
社
会
シ
ス
テ

ム
の
統
合
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
改
革
が
必
要
に

な
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
中
核
に
、

地
方
分
権
の
実
質
を
高
め
る
地
方
税
制
を
含

匡
力
ｐ
ｒ

ｌ
ｈｒ

●

【

●

層
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ｌ
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地球をガーデンアイランズに

か わ か つ へ い た

川 勝 平 太
(国際日本文化研究センター教授）

P H P研究所 1600円

評者・加藤 哲郎
(一橋大学大学院社会学研究科教授)！

『｢希望の烏」改革』 慰卿曾鋼！ゾ、の
分権型社会をつくる一 癖"准

鋤じ/ し の な お ひ こ

神 野 直 彦

釧
‘…堂虹画”

（東京大学経済学部教授）
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｜
も
つ
」
な
ど
と
無
雑
作
に
述
べ
る
の
は
、
学

術
的
香
り
を
損
な
い
、
読
者
を
戸
惑
わ
せ
る
Ｏ

網
野
善
彦
『
「
日
本
」
と
は
何
か
』
や
尾

藤
正
英
『
日
本
文
化
の
歴
史
』
が
明
快
に
述

べ
る
よ
う
に
、
「
日
本
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
も
「
日
本
文
化
」
も
歴
史
的
で
あ
る
。

著
者
の
学
ん
だ
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
方
法
か
ら
し

て
も
、
ま
ず
は
「
日
本
」
や
「
天
皇
」
の
時

間
・
空
間
を
問
い
直
す
こ
と
が
必
要
な
手
続

き
だ
ろ
う
Ｏ
そ
れ
が
本
書
で
は
「
地
球
は
美

、

し
い
。
こ
れ
は
理
屈
で
は
な
い
」
と
感
性
に

副
訴
え
た
う
え
で
、
「
富
国
強
兵
」
か
ら
「
富

叡
国
有
徳
」
の
流
れ
で
「
力
の
文
明
」
か
ら

Ｒ

「
美
の
文
明
」
へ
の
転
換
が
日
本
の
課
題
と

魁
し
て
語
ら
れ
、
「
日
本
列
島
を
地
球
の
多
島

海
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ア
と
見
立
て
る
」
視
座
の

転
換
で
、
国
家
政
策
た
る
「
美
し
い
国
土
、

庭
園
の
島
と
い
う
べ
き
、
世
界
に
誇
り
う
る

日
本
列
島
」
と
い
う
五
全
総
に
流
し
込
ま
れ

る
。
著
者
の
「
日
本
」
へ
の
執
着
は
、
ほ
と

ん
ど
「
日
本
は
美
し
い
、
こ
れ
は
理
屈
で
は

な
い
」
と
い
わ
ん
が
ば
か
り
で
あ
る
Ｏ

だ
か
ら
本
書
は
、
小
渕
内
閣
「
創
世
紀
日

本
の
構
想
」
懇
談
会
の
裏
話
と
し
て
読
ん
だ

り
、
異
な
る
発
想
を
汲
み
と
る
知
的
体
操
の

一
つ
と
し
て
読
む
分
に
は
そ
れ
な
り
に
爽
快

な
の
で
あ
る
が
、
学
問
的
な
日
本
論
・
日
本

文
化
論
と
し
て
読
む
と
、
毒
に
な
り
か
ね
な

い
Ｏ
評
者
と
し
て
は
、
本
書
の
面
白
さ
を
強

調
し
た
上
で
、
丸
山
真
男
や
加
藤
周
一
、
網

野
善
彦
や
尾
藤
正
英
と
の
併
読
を
勧
め
た

い
Ｏ
著
者
の
提
言
を
、
「
海
の
世
界
史
」
も

「
陸
の
地
球
史
」
も
あ
り
う
る
と
い
う
立
場

で
受
け
と
め
た
い
。
既
成
歴
史
像
の
解
毒
剤

が
、
「
日
本
中
毒
」
の
麻
薬
に
転
化
す
る
こ

と
は
、
珍
し
く
な
い
の
だ
か
ら
。

型
．
淑
艸
誰
琴
叫
洲
砿
シ
ー
ズ
ム

安
宅
川
佳
之
著
●
金
利
予
測
の
基
礎
理
論
コ
ン
ド
ラ

チ
エ
フ
の
長
期
波
動
理
論
を
論
じ
、
具
体
的
な
経
済
問

題
に
応
用
し
て
訓
世
紀
を
展
望
す
る
。
三
八
○
○
円

東
ア
ジ
ア
経
済
と
日
本

西
口
清
勝
／
西
澤
信
善
編
著
激
変
す
る
東
ア
ジ
ア
経

済
の
全
体
像
と
各
国
の
特
徴
を
明
確
に
し
、
ア
ジ
ア
再

生
の
な
か
で
の
日
本
の
役
割
を
考
察
。
三
八
○
○
円

め
た
財
政
改
革
が
位
置
す
る
。

神
野
氏
の
理
論
は
、
多
元
論
的
な
色
彩
と

財
政
中
心
主
義
が
そ
の
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
議
論
の
先
に
は
、
重
商
主
義
か
ら

の
経
済
思
想
の
歩
み
を
想
起
す
れ
ば
、
政
治

経
済
学
と
し
て
の
経
済
学
の
復
権
が
根
底
に

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

次
に
、
経
済
自
由
主
義
的
な
標
準
的
な
理

解
に
蟇
づ
い
て
、
神
野
氏
の
論
点
を
整
理
し

て
み
よ
う
。

今
日
、
教
科
書
的
と
も
い
え
る
議
論
の
骨

格
は
、
市
場
経
済
の
要
請
に
耳
を
静
か
に
傾

け
、
経
済
社
会
で
は
解
決
し
な
い
問
題
に
対

し
て
、
市
場
経
済
と
連
動
し
て
解
決
さ
れ
る

よ
う
な
方
策
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
現
在
日
本
の
社
会
が
直
面
す
る
多
く
の

問
題
の
原
因
は
、
経
済
社
会
の
行
方
を
謙
虚

に
見
極
め
る
こ
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
政
策

日
本
公
企
業
史

村
上
了
太
著
●
タ
バ
コ
専
売
事
業
の
場
合
専
売

制
度
創
設
か
ら
、
民
営
化
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を

跡
づ
け
「
民
営
化
」
の
意
義
を
世
界
の
タ
バ
コ
産

業
の
動
向
も
含
め
て
検
証
す
る
。
三
五
○
○
円

現
代
日
本
の
株
式
会
社

後
藤
泰
二
編
著
日
本
経
済
の
転
換
の
も
と
で
変

貌
す
る
株
式
会
社
の
現
状
を
分
析
し
、
企
業
、
株

式
会
社
が
抱
え
る
問
題
点
を
解
説
。
三
五
○
○
円

と
、
そ
れ
を
実
行
す
る
行
政
と
政
治
の
仕
組

み
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム

か
ら
の
逆
襄
に
国
民
が
置
か
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
さ
え
で
き
る
Ｏ

こ
の
根
本
的
な
問
題
を
解
決
す
る
道
筋

は
、
市
民
、
行
政
、
企
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能

で
あ
る
。
神
野
氏
が
標
傍
す
る
「
協
力
社
会
」

と
は
、
政
策
が
政
治
・
行
政
を
担
当
す
る
一

部
の
人
た
ち
の
独
占
物
と
は
な
ら
ず
に
、
政

策
の
立
案
と
実
行
に
お
け
る
競
争
が
保
証
さ

れ
、
市
民
も
政
策
面
で
協
力
し
て
、
責
任
が

持
て
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
る

社
会
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
財
政
の

即
効
性
と
い
う
魅
力
の
虜
と
は
な
ら
ず
に
、

日
本
を
改
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
国
民
各
層
に

満
ち
あ
ふ
れ
る
、
希
望
の
島
と
し
た
い
も
の

で
あ
る
０

現
代
経
済
地
理
学

矢
田
俊
文
／
松
原
宏
編
著
●
そ
の
潮
流
と
地
域
構

造
論
第
一
線
研
究
者
の
理
論
を
詳
解
し
、
経
済
地

理
学
の
理
論
的
展
望
を
切
り
開
く
。
三
五
○
○
円

観
光
地
域
経
済

と

米
浪
信
男
著
今
後
の
地
域
経
済
の
活
性
化
に
観
光

が
果
た
す
役
割
を
分
析
・
検
証
し
、
地
域
政
策
の
な

か
で
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。
二
八
○
○
円
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